
（守らないと現在の症状が悪化したり、副作用・事故が起こりやすくなります）
1.次の人は服用しないで下さい。
本剤によるアレルギー症状を起こしたことがある人。
2.本剤を服用している間は、次のいずれの医薬品も服用しないで下さい。
他のアレルギー用薬、抗ヒスタミン剤を含有する内服薬（かぜ薬、鎮咳去痰薬、鼻
炎用内服薬、乗物酔い薬）
3.服用後、乗物又は機械類の運転操作をしないで下さい。
（ねむけがあらわれることがあります）
4.長期連用しないで下さい。
5.お酒などアルコール類と併用しないで下さい。

1.次の人は、服用前に医師又は薬剤師に相談して下さい。
a医師の治療を受けている人。
s妊婦又は妊娠していると思われる人。
d薬によりアレルギー症状を起こしたことがある人。
f次の診断を受けた人。
心臓病、高血圧、糖尿病、甲状腺機能障害、腎臓病、緑内障。

2.次の場合は、直ちに服用を中止し、この文書をもって医師又は薬剤師に相談して下
さい。
a服用後、次の症状が現れた場合。

相談すること

してはいけないこと

ご使用に際して、この添付文書を必ずお読み下さい。
また、必要なときに読めるように大切に保管して下さい。

〔 使用上のご注意〕

関係部位 症　　　状
皮ふ 発疹・発赤、かゆみ
消化器 悪心・嘔吐、食欲不振
その他 排尿困難、ねむけ、頭痛、腹痛、ふらふら感

（\裏に続きます）

１．持続的に作用し、１日２回の服用で効果を発揮します。
２．有効成分であるメキタジンは、眠気の発生が少ないという特長を有します。
３．のみやすい小粒の錠剤です。

鼻炎、じんましん、湿疹・かぶれによるかゆみに

抗アレルギー剤

ポジナールM錠は、体の中でアレルギー反応を起こす原因となる物質「ヒスタミン」を抑える
成分を配合した製剤で、アレルギーから起こる鼻炎、じんましん、かゆみなどにすぐれた効果
を発揮します。

の特長

第２類医薬品



鼻炎、じんましん、湿疹・かぶれによるかゆみ

15才以上１回１錠　１日２回（朝・夕）服用してください。
¡用法・用量をお守り下さい。
¡15才未満の小児には服用させないで下さい。

本品１日量（２錠）中
メキタジン ………………………………………………………４m
添加物としてセルロース、ステアリン酸Mg、タルクを含みます。

a直射日光の当たらない湿気の少ない涼しい所に保管して下さい。
s小児の手の届かない所に保管して下さい。
d他の容器に入れ替えないで下さい。（誤用の原因になったり、品質が変わることがあります）
f右図のように錠剤の入っているPTPシートの凸部を指先で強く
押して裏面のアルミ箔を破り、取り出して服用してください。
（誤ってそのまま飲み込んだりすると食道粘膜に突き刺さる等思
わぬ事故につながります）

g使用期限の過ぎた製品は服用しないで下さい。

おしだす

効能・効果

用法・用量

本剤をご使用になり、何かお気づきの点がございましたら下記発売元までご連絡いただきます
様お願い申し上げます。

発売元 大阪府松原市高見の里４丁目８番16号

お客様相談室：072－331－0417
受付時間：９時から17時まで（土、日、祝日を除く）

製造販売元 株式会社　廣　昌　堂 富山県射水市水戸田2841

消費者ご相談窓口

成分・分量

保管・取扱上の注意

鼻炎 じんましん 湿疹 かぶれ

まれに下記の重篤な症状が起こることがあります。その場合は直ちに医師の診療を
受けて下さい。

s５～６回服用しても症状がよくならない場合。
3.次の症状があらわれることがあるので、このような症状の継続又は増強が見られた
場合には直ちに服用を中止し、医師又は薬剤師に相談して下さい。
口のかわき

症状の名称 症　　　状

ショック
（アナフィラキシー）

服用後すぐにじんましん、浮腫、胸苦しさ等とともに、顔色
が青白くなり、手足が冷たくなり、冷や汗、息苦しさ等があ
らわれる。

肝機能障害 全身のだるさ、黄疸（皮ふや白目が黄色くなる）等があらわれる。

血小板減少
血液中の成分である血小板の数が減ることにより、鼻血、歯
ぐきからの出血、青あざ等の出血症状があらわれる。


